
¡Dímelo! 単語集 

教科書 ¡Dímelo! に出現するすべての単語をエクセルファイルにまとめました。 
最初の形は次のようになっています。 
 

 

 
１．タイトル行 

 「課」は、各課の番号です。「文字と発音」はゼロ(0)で示しました。 
 「分類」には、発音（「文字と発音」のときだけ）、本文、文法、練習、西訳があり

ます。 
 「出現形」は、教科書に出てくる形です。 
 「原形」は、名詞ならば単数、形容詞ならば男性形単数、動詞ならば不定詞の形で

す。 
 「ランク」は、単語の重要度を示します。0, 1, 2, 3, 4 のランクがあります。 
 「品詞」は、名詞、形容詞、動詞などの品詞を示します。同じ形が２つ以上の品詞

で使われることもありますが、そのときは並記しました。 
 「意味」は、代表的な意味を載せてあります。 
 「初(+)」では、初出の単語を「＋」（プラス）で示し、既出の単語は「.」（ピリオ

ド）で示しました。 



２．フィルター 

 
 

上の「▼」の印（MAC の Excel では「 」の印）をクリックすると、 

 

 
 
のように、「V」のチェックが入ったリストが現れます。（MAC の Excel では少し違います。）

たとえば「１課」だけのように、必要な部分だけを選択することができます。MAC の場合

は「オプション」（オートフィルタオプション）を使ってください。 
 
組み合わせても使えます。たとえば、「２課」の初出の単語のリストは、タイトルの「課」

で「2」だけをチェックし、「初(+)」で「＋」だけをチェックすると、次のような表になり

ます。 
 



 

 
３．並べ替え 
「データ」→「並べ替え」を使えば、他の順番に並べ替えることができます。最初の状態

では、並べ替えの基準（キー）が「課」＞「原形」となっていますが、これを「原形」＞

「課」という基準に変えると、全単語の ABC 順のリストになります。また、キーを「品詞」

にして並べ替えれば、品詞ごとのリストになります。次の例は、フィルターで 3 課を選び、

それを「品詞」で並べ替えた結果です。 
 

 
（＊EXCEL2007 では、フィルターを開いても並べ替えができます。） 
 
このようにいろいろな使い方ができますから、試してください。 


